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資
料
一 

宮
地
厳
夫
、
岡
吉
胤
、
宇
陀
太
郎 

① 

明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
条 

此
夜
高
房
厳
夫
吉
胤
宇
陀
太
郎
四
名
夜
会
、
鎮
魂
ノ
傳
ヲ
話
、
名
目
其
業
ヲ
為
ス
、
太
郎
吉
胤
大
ニ
威
恍
得

ん
ト
コ
ロ
ア
ル
ニ
似
タ
リ
、
夜
二
時
閉
散
ス 

 

資
料
二 

篠
田
時
化
雄 

① 

明
治
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日 

此
夜
教
会
出
頭
、
鎮
魂
祭
ノ
夜
ニ
付
鎮
魂
之
業
篠
田
時
化
雄
城
戸
某
兩
人
ニ
手
ツ
カ
ラ
教
授
ス
、
十
二
時
過

宿
ニ
帰 

 

資
料
三 

塚
田
菅
彦 

① 

明
治
二
十
二
年
七
月
十
四
日
条 

塚
田
菅
彦
方
ヘ
行
、
楼
上
ニ
テ
鎮
魂
祭
ヲ
授
、
夕
帰
宅 

 

資
料
四 

鈴
木
重
明 

① 

明
治
二
十
三
年
十
月
十
日
条 

 
 

福
島
縣
磐
城
国
標
葉
郡
請
戸
村
鈴
木
重
明
来
、
鎮
魂
祭
秘
事
口
授
ヲ
受
度
申
来
、
弐
冊
用
立
、
卵
壱
箱
贈
与

有
之
、
日
本
佛
法
穴
捜
原
稿
返
却
有
之 

② 

明
治
二
十
三
年
十
月
十
三
日
条 

鈴
木
重
明
来
訪
、
日
文
本
義
髙
市
未
白
先
生
ノ
書
写
シ
相
済
ニ
付
誓
約
書
、
鎮
魂
之
秘
事
御
傳
授
之
上
ハ
決

シ
テ
他
言
致
間
敷
候
事 

但

口
授
依
願
之
人
ヘ
者
相
授
候
事
、
右
誓
約
致
候
也 

 
 

明
治
廿
三
年
十
月
十
三
日
福
島
縣
磐
城
国
標
葉
郡
請
戸
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴
木
重
明
印 

―
―
―
殿 

束
脩
持
参
有
之
ニ
付
、
赤
坂
氷
川
神
社
々
務
所
借
用
シ
、
一
浴
シ
、
白
衣
持
参
シ
、
第
一
條
ヨ
リ
ア
ケ
兩
度

ニ
相
授
、
傳
書
写
取
済
ニ
付
授
受
都
合
よ
く
相
済 

 

資
料
五 

叶
真
吉 

① 

明
治
二
十
五
年
三
月
六
日
条 

 
 

叶
真
吉
ヨ
リ
菓
子
ヲ
贈
与
シ
、
鎮
魂
傳
ノ
ヿ
ヲ
申
来
ル 

② 

「
三
輪
田
高
房
宛
叶
真
吉
書
簡
」1 

 
 

拝
啓
、
陳
ハ
一
昨
日
ハ
愚
生
多
年
仰
望
仕
居
候
鎮
魂
傳
ノ
儀
ニ
付
種
々
御
教
訓
ヲ
蒙
リ
万
々
御
礼
申
上
候
、

就
而
ハ
右
作
業
御
都
合
次
第
一
刻
モ
早
ク
御
傳
授
ヲ
賜
リ
度
、
齋
戒
誓
言
等
ハ
御
指
揮
ニ
随
ヒ
、
イ
カ
様
ナ

                                        

             

 

1 

『［
高
房
日
誌
］』
四
〇
の
裏
見
返
し
に
挟
ま
れ
て
い
る
。 
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リ
ト
モ
可
仕
候
由
、
何
卒
幾
日
頃
相
願
レ
候
哉
、
尊
慮
御
伺
申
上
候
、
頓
首
不
備 

  
 

 
 

 

三
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

叶
真
吉 

三
輪
田
先
生
机
下 

 
 

 
 

二
伸
、
此
品
至
テ
蘇
末
ニ
テ
恐
縮
ニ
候
得
共
、
進
呈
仕
候
、
御
笑
納
被
下
候
得
、
大
慶
ニ
奉
存
候 

 

③ 

明
治
二
十
五
年
三
月
七
日
条 

 
 

叶
真
吉
来
訪
、
鎮
魂
ノ
話
ヲ
為
シ
、
松
山
神
道
一
本
用
立 

④ 

明
治
二
十
五
年
四
月
三
日
条 

 
 

叶
真
吉
ト
、
下
谷
區
上
野
桜
木
町
四
番
地
第
四 一

号
細
谷
松
三
郎
入
門
、
鎮
魂
祭
ノ
ヿ
ナ
リ
、
楢
原
嘉
一
郎
も

来
訪
、
叶
ニ
日
文
本
義
原
稿
用
立 

⑤ 

明
治
二
十
五
年
四
月
十
日
条 

 
 

叶
真
吉
来
訪
、
鎮
魂
之
話
ヲ
為
ス 

⑥ 

明
治
二
十
五
年
七
月
六
日
条 

 
 

此
夜
叶
真
吉
ヘ
鎮
魂
作
業
ヲ
傳
授
ス 

⑦ 

明
治
二
十
五
年
七
月
七
日
条 

 
 

叶
真
吉
来
訪
、
魚
料
五
十
銭
ヲ
贈
来
ル
、
書
物
返
シ
来
ル 

⑧ 

明
治
二
十
五
年
八
月
十
五
日
条 

 
 

叶
真
吉
来
訪
、
日
文
口
授
作
業
授
受
証
書
相
渡
ス 

⑨ 

明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
条 

 
 

吉
村
春
樹
来
訪
、
今
夕
相
約
シ
鎮
魂
ノ
作
業
ヲ
授
ク
、
叶
真
吉
、
清
水
廣
景
モ
誓
約
ノ
人
ナ
レ
ハ
同
席
ニ
テ

相
授
ク
、
此
夜
大
雨
人
皆
大
ニ
悦
フ
ナ
リ 

 

資
料
六 

田
代
邦
慶 

① 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
四
日
条 

 
 

福
島
縣
磐
城
国
行
方
郡
小
高
村
式
内
益
多
嶺
神
社
祀
官
田
代
邦
慶
父
子
来
訪
、
鎮
魂
ノ
事
ヲ
傳
授
受
度
申
出

候
事
、
右
ニ
付
松
山
古
神
道
ノ
秘
事
ヲ
用
立
讀
マ
シ
ム 

② 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
条 

 
 

田
代
父
子
来
訪
、
真
綿
一
袋
被
贈
、
昨
日
用
立
タ
ル
神
道
秘
事
ノ
巻
、
昨
日
夜
中
ニ
写
シ
タ
ル
由
ニ
テ
持
参

有
之
、
其
勉
強
知
ル
ヘ
キ
也
、
明
日
入
門
ノ
約
ヲ
為
シ
テ
帰
、
誓
約
書
下
書
用
立
候
事 

③ 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日
条 

 
 

田
代
邦
慶
入
門
誓
約
書
ヲ
納
ム
ル
ニ
付
、
赤
坂
氷
川
神
社
柴
崎
富
足
氏
ヘ
御
社
借
用
申
遣
ス
、
田
代
氏
直
柴

崎
氏
ヘ
行
、
依
願
ノ
席
十
九
日
ナ
レ
ハ
ア
ニ
支
無
之
趣
ハ
カ
キ
ニ
テ
申
越
、
只
時
間
ノ
処
返
事
可
渡
候
事
ニ

付
、
十
七
日
申
遣
ス 

④ 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日
条 

 
 

〈
上
欄
〉
日
文
本
義
又
一
冊
用
立 
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⑤ 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
条 

 
 

田
代
邦
慶
明
日
十
時
来
由
申
越
ス 

⑥ 
明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
条 

 
 

田
代
邦
慶
来
訪
、
日
文
本
義
写
持
参
有
之
、
暗
誦
之
趣
質
問
了
、
午
飯
シ
同
車
ニ
テ
氷
川
社
祀
官
柴
崎
富
足

氏
ヲ
訪
ヒ
、
社
頭
借
用
シ
、
日
文
ノ
口
授
ト
作
業
ヲ
傳
フ
、
了
テ
富
足
氏
ヲ
辞
シ
、
亦
同
車
シ
テ
帰
ル
ト
き

邦
慶
氏
た
も
さ
く
に
書
て
い
出
し
た
る
う
つ
し
、
い
き
の
か
き
り
け
し
き
心
を
ふ
り
す
て
ヽ
神
世
の
道
に
身

を
や
つ
く
さ
む 
松
の
ね
も
三
十
一
字
を
書
つ
け
て
け
□
た
る 

松
の
か
身
の
中
ニ
も
い
ま
す 

た
ま
ち

は
ふ
神
の
み
の
り
に
た
か
は
さ
ち
ま
シ 

〈
上
欄
〉
細
谷
松
三
郎
ヘ
手
帋
遣
シ
、
鎮
魂
十
種
画
之
巻
と
り
ニ
遣
ス
、
田
代
氏
ニ
持
す 

⑦ 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
条 

 
 

田
代
邦
慶
夜
中
来
訪
、
鎮
魂
ノ
事
ヲ
談
、
細
谷
松
三
郎
ヨ
リ
画
圖
巻
返
却
有
之
、
田
代
ヘ
伴
信
友
先
生
斎
藤

彦
麿
先
生
□
ノ
傳
書
全
巻
壱
冊
ヲ
用
立
候
事
、
明
廿
一
日
出
立
之
由
申
届
候
事 

 

資
料
七 

清
水
廣
景 

① 

明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
日
条 

 
 

清
水
廣
景
来
訪
有
之
、
七
日
祓
修
業
ス
ル
由
鎮
魂
巻
一
冊
用
立
候
事 

② 

明
治
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日
条 

 
 

清
水
廣
景
日
文
本
義
□
問
ニ
来
ル 

③ 

明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
条 

此
日
清
水
廣
景
鎮
魂
傳
誓
約
書
ヲ
納
、
束
脩
ヲ
納
、
此
日
神
宮
教
院
ニ
於
テ
作
業
ヲ
伝
授
す
、
水
ニ
浴
シ
直

垂
ヲ
キ
テ
相
授
ク
ル
ナ
リ 

④ 

明
治
二
十
六
年
七
月
十
五
日
条 

 
 

清
水
廣
景
ヲ
訪
、
云
々
ス 

⑤ 

明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
条 

 
 

吉
村
春
柎
来
訪
、
今
夕
相
約
シ
鎮
魂
ノ
作
業
ヲ
授
ク
、
叶
真
吉
、
清
水
廣
景
モ
誓
約
ノ
人
ナ
レ
ハ
同
席
ニ
テ

相
授
ク
、
此
夜
大
雨
人
皆
大
ニ
悦
フ
ナ
リ 

 

資
料
八 

吉
村
春
樹 

① 

明
治
二
十
六
年
七
月
十
七
日
条 

 
 

本
日
吉
村
春
樹
来
リ
、
鎮
魂
誓
約
書
ヲ
差
出
シ
鎮
魂
ノ
話
ヲ
為
ス 

② 

明
治
二
十
六
年
七
月
十
八
日
条 

 
 

吉
村
春
樹
鎮
魂
傳
質
問
ニ
来
ル 

③ 

明
治
二
十
六
年
七
月
十
九
日
条 

 
 

吉
村
春
樹
来
訪
、
今
夕
相
約
シ
鎮
魂
ヲ
傳
フ
ル
ナ
リ 

④ 

明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
日
条 

 
 

吉
村
春
樹
来
訪
、
今
夕
相
約
シ
鎮
魂
ノ
作
業
ヲ
授
ク
、
叶
真
吉
、
清
水
廣
景
モ
誓
約
ノ
人
ナ
レ
ハ
同
席
ニ
テ
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相
授
ク
、
此
夜
大
雨
人
皆
大
ニ
悦
フ
ナ
リ
、
吉
村
車
ヲ
以
テ
送
リ
帰
ス
、
其
篤
キ
知
ル
ヘ
シ 

⑤ 

明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
一
日
条 

 
 

朝
昨
夜
ノ
礼
ニ
吉
村
春
樹
来
訪
、
木
綿
縮
一
包
ヲ
贈
与
有
之
、
本
日
九
時
出
立
ノ
趣 

 

資
料
九 
細
谷
松
三
郎 

① 

明
治
二
十
五
年
三
月
十
五
日
条 

 
 

細
谷
某
鎮
魂
ノ
話
ヲ
聞
度
ニ
付
申
込
也
ト
云 

② 

明
治
二
十
五
年
四
月
三
日
条 

 
 

叶
真
吉
ト
下
谷
區
上
野
桜
木
町
四
番
地
第
四一

号
細
谷
松
三
郎
入
門
、
鎮
魂
祭
ノ
ヿ
ナ
リ
、
楢
原
嘉
一
郎
も
来

訪
、
叶
ニ
日
文
本
義
原
稿
用
立 

③ 

明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
条 

 
 

細
谷
来
訪
、
日
文
擬
字
篇
三
本
写
本
壱
本
返
却
有
之
、
日
文
本
義
仝
小
冊
用
立
候
事 

④ 

明
治
二
十
五
年
八
月
十
九
日
条 

 
 

細
谷
松
三
郎
ヘ
ハ
カ
キ
遣
シ
、
日
文
返
却
申
遣
ス 

⑤ 

明
治
二
十
五
年
八
月
二
十
日
条 

 
 

細
谷
松
三
郎
来
訪
、
日
文
本
義
二
冊
返
却
有
之
、
前
ニ
諸
家
鎮
魂
集
録
壱
冊
用
立
候
事
、
質
問
十
餘
條
有
之
、

シ
ン
タ
イ
シ
ン
ユ
ノ
件
ハ
家
傳
モ
有
之
由
ナ
レ
ト
モ
讀
法
無
之
手
術
無
之
趣
話
有
之 

 

資
料
一
〇 

『
日
文
本
義
』
緒
言 

日
文
本
義
緒
言 

 
 
 
 

別
名
日
文
鎮
魂
本
義 

我 

皇
國
鎮
魂
祭
ノ
傳
ヘ
ト
云
モ
ノ
ハ
。
思
兼
神
ノ
神
謀
ヨ
リ
出
タ
ル
秘
事
ナ
レ
ハ
。
日
本
ノ
文
字
ニ
テ
書

キ
タ
ル
傳
ヘ
ノ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
然
ル
ニ
方
今
宮
内
省
中
式
部
職
ヲ
始
メ
。
華
族
白
川
吉
田
両
氏
ノ
傳
ニ
テ

モ
。
十
種
ノ
神
業

カ
ム
ワ
ザ

ヲ
。
一ヒ

。

二フ
。

三ミ
。

四ヨ
。

五イ
。

六ム
。

七ナ
。

八ヤ
。

九コ
。

十ト
。

布フ
。

瑠ル
。

倍ヘ
。

由ユ
。

良ラ
。

由ユ
。

良ラ
。

由ユ
。

良ラ
。

由ユ
。

良ラ
。

布フ
。

瑠ル
。

倍ヘ
。

ト
古
ノ
神
語

カ
ン
カ
タ

リリ

ヲ
支

那
文
字
ニ
テ
書
キ
テ
。
日
本
ノ
文
字
ニ
テ
書
キ
タ
ル
傳
書
ハ
。
何
レ
ノ
古
社
ニ
モ
有
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
誠
ニ
奇

ク
シ
ビ

妙
ナ
ル
神
傳
ナ
レ
ト
モ
。
其
傳
ヲ
書
キ
タ
ル
神
字
ノ
絶
タ
ル
ゾ
。
甚
ト
歎
カ
ハ
シ
キ
事
ノ
極
ミ
ナ
リ
ト
。
年

来
悲
歎
ニ
堪
ヘ
ザ
リ
シ
ガ
。 

明
治
二
十
一
年
十
月
四
日
。
午
前
二
時
。
睡
リ
覺
メ
端
坐
シ
。
古
ニ
考
ヘ
テ
今
ニ
及
ボ
ス
ト
キ
。
恍
然
ト
シ

テ
胸
中
ニ
浮
ヒ
タ
リ
シ
ハ
。
此
日①

文
ノ
神
字
ゾ
。
鎮
魂
祭
ノ
傳
ヲ
書
キ
タ
ル
ナ
リ
ト
。 

コ
レ
神
ノ
助
給
フ
ナ
ラ
ン
ト
思
ヒ
。
暁
ニ
至
ル
ヲ
待
タ
ズ
。
燈
ヲ

掭
カ
キ
タ
テ

テ
。
日
文
傳
ヲ
讀
ミ
タ
リ
シ
ニ
。
第

一
段
ヨ
リ
第
十
三
段
ア
リ
テ
。
真
字
草
字
ノ
異
同
ハ
勿
論
。
傳
来
ノ
由
緒
。
天
児
屋
根
命
ノ
真
傳
ヨ
リ
。
對

馬
國
卜
部
阿
比
留
氏
ヲ
始
ト
シ
テ
。
中
古
肥
人
ノ
書
。
薩
人
ノ
書
ノ
事
ヨ
リ
。
出
雲
大
社
神
庫
。
和
州
法
隆

寺
。
筑
前
筥
崎
宮
。
河
内
枚
岡
宮
。
周
防
賀
茂
社
。
近
江
馬
見
岡
神
社
。
綿
向
神
社
。
大
和
大
神
神
社
。
阿

波
大
宮
神
社
。
鶴
岡
八
幡
宮
。
鹿
島
神
社
。
伊
夜
比
古
神
社
。
白
川
氏
。
吉
田
氏
等
ノ
日
文
ヲ
悉
ク
書
キ
集

メ
タ
ル
ハ
。
平
田
先
生
ノ
心
ヲ
用
ル
至
レ
リ
盡
セ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
。
然
ル
ニ
ヒ。

フ。

ミ。

ヨ。

イ。

ム。

ナ。

ヤ。

コ。

ト。

モ。

チ。

ロ。

ヲ
古
ノ
數
ノ
名
ナ
リ
ト
思
ハ
レ
テ
。
數
ノ
名
ノ
ヿ
ハ
釋
キ
給
ヒ
シ
モ
。
ラ。

ネ。

シ。

キ。

ル。

以
下
ハ
如
何
ニ
ト
モ

知
ル
ベ
キ
由
ナ
シ
。
此
ハ
知
リ
得
ヌ
ゾ
。
中
々
ニ
尊
フ
ト
カ
ル
ベ
キ
ト
ノ
ミ
ニ
テ
。
一
言
半
句
モ
解
釈
ハ
無
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キ
ナ
リ
。
惜
キ
カ
ナ
。
平
田
先
生
コ
レ
ハ
鎮
魂
傳
ノ
神カ

ン

業ワ
ザ

ヲ
書
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ニ
心
付
カ
レ
タ
レ
バ
。
定

メ
テ
妙
解
ノ
ア
ル
ベ
キ
ニ
。
返
ス
〳
〵
モ
惜
キ
カ
ナ
惜
キ
カ
ナ
。 

過
キ
シ
明②

治
十
年
十
月
十
日
。
東
京
ヲ
發
シ
。
二
府
十
三
縣
ヲ
巡
回
ノ
際
。
京
都
ニ
到
リ
。
神
宮
教
會
。
京

都
本
部
。
教
長
代
理
。
権
少
教
落
合
直
澄
氏
カ
日
文
考
ヲ
見
シ
ヿ
ヲ
思
ヒ
出
シ
。
旅
中
日
記
ヲ
探
リ
テ
書
ス

ル
左
ノ
如
シ
。 

○
ヒ○

フ○

ミ○

ヨ○

槽ヒ

蹈
フ
ミ
ヨ

ナ
リ 

○
イ○

ム○

ナ○

ヤ○

コ○

ト○

モ○

チ○

ロ○

ラ○

忌イ
ム

勿ナ

彌ヤ

事コ
ト

持モ
チ

愛ロ

等ラ

ナ 

リ
此
ヤ
モ
シ
或
ハ
辞
ノ
ヤ
カ○ 

○
ネ○

シ○

キ○

ル○

ユ○

ヰ○

ツ○

ワ○

ヌ○

哭ネ

頻
シ
キ
ル

震ユ

動ヰ

強ツ
ワ

犬ヌ

ナ
リ 

○
ソ○

ヲ○

タ○

ハ○

ク○

メ○

カ○

其ソ

ヲ
戯
女

タ
ハ
ク
メ

カ
ナ
リ 

○
ウ○

オ○

エ○

ニ○

サ○

リ○

ヘ○

テ○

ノ○

マ○

ス○

□
カ
ニ
戯サ

レ

厭ヘ

シ
テ
飲
ス

ノ

マ

ス

ナ
リ 

○
ア○

セ○

ヱ○

ホ○

レ○

ケ○

吾ア

兄セ

酔ヱ

悦ホ
レ

惚ケ

ヨ
ナ
リ
。
再
説
ニ
飲
ハ
ノ
メ
ス
ニ
ケ
ヘ
シ
ツ
ク
ル
ヿ
カ
。
□
ニ
打
ノ
メ
ス
ト

云
是
ナ
リ
ト 

有
ル
ノ
ミ
ニ
テ
。
鎮
魂
ノ
傳
ヘ
ノ
神
業
ヲ
書
キ
タ
リ
ト
云
考
ヘ
ニ
ハ
非
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
仍
テ
本
文
ヲ
數
回
熟

讀
ス
ル
ニ
。
最
初
ニ
ヒ○

フ○

ミ○

ヨ○

イ○

ム○

ナ○

ヤ○

コ○

ト○

ト
ア
リ
テ
。
十
種
ノ
神
寶
ヲ
掲
ケ
示
メ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト

モ
。
世
ノ
學
者
コ
ヽ
ニ
心
付
カ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
。
鎮
魂
ノ
事
ヲ
書
キ
タ
リ
ト
見
ル
人
ハ
。
未
タ
曽
テ
有
ラ
ザ

ル
ナ
リ
。
故
ニ
本
文
ノ
何
タ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
又
考
ヘ
ヲ
作
リ
タ
ル
モ
。
直
澄
氏
ノ
外
ニ
ハ
聞
コ
エ
サ
ル
ナ
リ
。

直
澄
氏
モ
皇
典
ニ
深
キ
人
ナ
レ
ト
モ
。
未
タ
鎮
魂
ノ
神
業
ハ
傳
授
ナ
キ
人
ナ
レ
バ
。
考
ヘ
ノ
至
ル
ベ
キ
由
ナ

キ
ナ
リ
。 

髙③

房
ガ
兦
父
清
敏
君
。
及
ヒ
白
川
氏
。
吉
田
氏
ノ
秘
事
。
石
上
旧
神
官
森
氏
。
對
馬
國
卜
部
阿
比
留
氏
ノ
秘

事
ノ
神カ

ン

業ワ
ザ

ヲ
考
ヘ
。
日
文
本
文
ノ
句
ヲ
キ
リ
テ
。 

㊀
ヒ○

フ○

ミ○

ヨ○

イ○

ム○

ナ○

ヤ○

コ○

ト○

十
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

㊁
モ○

チ○

ロ○

ラ○

四
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

㊂
ネ○

シ○

キ○

ル○

四
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

㊃
ユ○

ヰ○

ツ○

ワ○

ヌ○

五
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

㊄
ソ○

ヲ○

タ○

ハ○

ク○

メ○

カ○

七
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

㊅
ウ○

オ○

エ○

ニ○

サ○

リ○

ヘ○

テ○

ノ○

マ○

ス○

十
一
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

㊆
ア○

セ○

ヱ○

ホ○

レ○

ケ○

六
字
ヲ
一
句
ト
為
シ
。 

解
釋
ス
ル
ニ
口
授
ノ
神
業
ヲ
以
テ
シ
。
博
雅
ノ
君
子
ノ
是
正
ヲ
待
。 

 

資
料
一
一 

『
日
文
本
義
』
受
容
者
の
日
誌
記
載 

① 

明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日
条 

 
 

石
丸
忠
胤
来
訪
、
日
文
本
義
壱
冊
古
神
道
壱
冊
返
却
有
之 

② 

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
二
日
条 

 
 

茂
木
充
実
来
訪
、
日

本
〈
マ
マ
〉

本
義
壱
冊
返
却
有
之 

③ 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日
条 

 
 

福
住
正
兄
カ
旅
宿
ヲ
訪
ヒ
、
日
文
本
義
持
参
ニ
テ
談
話
ス 
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④ 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
九
日
条 

 
 

福
住
正
兄
ヨ
リ
日
文
本
義
書
状
ヲ
添
テ
帰
ス 

⑤ 
明
治
二
十
七
年
九
月
三
日
条 

 
 

平
田
ヨ
リ
日
文
本
義
、
析
玄
返
却
有
之 

⑥ 

明
治
二
十
八
年
二
月
十
八
日
条 

 
 

太
田
武
和
来
訪
、
日
文
本
義
、
凡
仙
叢
録
、
省
心
雑
言
、
道
書
返
却
相
来
候
事 

⑦ 

明
治
二
十
八
年
二
月
二
十
一
日
条 

篠
田
時
化
雄
ヘ
日
文
本
義
用
立
候
事 

 

資
料
一
二 

「
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
つ
ぐ
」 

お
の
れ
吉
田
神
社
宮
司
た
り
し
頃 

禰
宜
鈴
鹿
長
存
氏
に
つ
き
て
。
鎮
魂
の
作
業
を
つ
た
へ
。
其
後
ゆ
く
り

な
く
石
上
神
社
少
宮
司
に
轉
任
し
。
同
社
の
舊
神
官
に
。
ま
た
こ
の
鎮
魂
の
作
業
を
つ
た
へ
き
。
そ
れ
よ
り

こ
の
こ
と
を
ね
も
ご
ろ
に
し
ら
べ
む
と
お
も
ひ
た
ち
。
神
道
事
務
局
の
事
と
り
て
。
山
陰
山
陽
四
國
ま
て
め

ぐ
り
し
を
り
に
も
。
國
々
の
古
る
き
神
社
に
て
。
こ
の
こ
と
を
た
づ
ね
た
り
し
に
。
一
ツ
も
こ
の
つ
た
へ
の

あ
り
し
所
は
あ
ら
ざ
り
け
り
。
其
巡
回
中
に
。
久
邇
宮
朝
彦
親
王
に
奉
供
し
て
。
伊
勢
神
宮
に
詣
て
た
り
し

を
り
に
。
禰
宜
園
田
守
宣
氏
に
つ
き
て
。
こ
の
こ
と
を
た
づ
ね
た
ヾ
し
た
り
し
が
。
心
に
あ
き
た
ら
ぬ
こ
と

は
あ
な
れ
ど
。
得
た
る
ふ
し
も
多
か
り
き
。
其
後
神
宮
の
教
の
舎
の
事
と
り
て
。
京
都
四
條
に
居
り
し
と
き
。

鎮
魂
の
こ
と
を
此
處
の
學
者
。
彼
處
の
翁
た
ち
に
。
た
づ
ね
も
と
め
つ
ヽ
あ
り
し
に
。
千
早
振
る
神
や
た
す

け
給
ひ
け
む
。
い
に
し
二
十
一
年
の
十
月
四
日
の
暁
に
。
夢
と
も
な
く
現
と
も
な
く
。
こ
の
日
文
て
ふ
も
の

ぞ
。
鎮
魂
の
作
業
を
か
き
た
る
も
の
な
り
と
心
に
う
か
び
む
。
か
く
て
落
合
直
澄
氏
を
は
じ
め
。
東
京
に
す

む
友
が
き
に
謀
り
。
お
の
れ
は
日
文
を
讀
む
に
。
言
の
葉
よ
り
讀
む
に
は
あ
ら
で
。
作
業
よ
り
し
て
讀
む
な

り
け
り
と
い
ひ
し
か
ば
。
そ
は
い
と
め
で
た
き
考
へ
な
り
と
い
へ
り
。
と①

し
久
に
あ
つ
め
た
り
し
。
二
十
三

家
の
秘
書
を
考
へ
ま
じ
へ
て
。
日
文
本
義
と
い
ふ
も
の
を
著
し
。
鎮
魂
の
古
る
き
つ
た
へ
の
奥
秘
を
さ
と
り

や
す
く
も
の
し
た
り
け
り
。
こ
れ
は
神
の
道
の
こ
と
な
れ
ば
。
み
だ
り
に
人
に
語
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ね
ど

も
。
吾②

國
の
神
の
道
の
事
と
る
人
た
ち
は
。
先
づ
こ
の
鎮
魂
の
こ
と
を
身
に
修
め
て
。
後
に
神
に
つ
か
へ
奉

る
こ
そ
。
誠
の
道
な
ら
め
と
お
も
ふ
に
つ
け
て
。
を
そ
ま
き
な
が
ら
。
は
し
書
も
ち
て
。
一
言
同
し
志
の
人

た
ち
に
つ
ぐ
る
に
な
む
。 

 

資
料
一
三 

森
建
樹 

① 

明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
条 

 
 

島
根
縣
隠
岐
国
周
吉
郡
中
村
森
建
樹
、
廿
四
日
ノ
書
達
ス
、
日
文
ノ
事
申
越
ス 

② 

「
三
輪
田
高
房
宛
森
建
樹
書
簡
」2 

未
得
謦
咳
候
得
共
、
一
書
以
テ
奉
得
貴
意
候
、
遂
ヽ
秋
冷
相
加
候
処
、
先
以 

文
台
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
起
居
候
、
半
と
道
之
為
メ
奉
□
賀
候
、
扨
ハ
拙
子
義
、
近
年
出
雲
大
社
教
導
職
拝

                                        

             

 

2 

『［
高
房
日
誌
］』
四
〇
の
裏
見
返
し
に
挟
ま
れ
て
い
る
。 
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命
后
毎
ヽ
神
事
ニ
モ
奉
仕
、
無
餘
念
誠
意
ヲ
凝
シ
候
、
甚
タ
難
澁
、
い
か
て
鎮
神
の
術
も
か
な
ト
朝
夕
神
拝

都
度
〳
〵
思
ひ
悩
ミ
、
且
ハ
彼
日
文
ト
申
物
ハ
何
ヲ
語
傳
タ
ル
尊
キ
文
ニ
カ
□
□
不
相
分
苦
心
シ
ナ
カ
ラ
打

過
居
候
処
、
過①

日
大
八
洲
雜
誌
第
七
十
三
号
中
ニ
、
大
人
之
「
神
に
つ
か
へ
奉
る
人
た
ち
に
告
」
と
申
一
篇

ヲ
拝
見
仕
候
処
、
日
文
本
義
ト
申
書
御
著
述
相
成
候
御
趣
、
誠
ニ
此
社
神
明
之
御
賜
ト
存
悦
之
餘
リ
直
様
奉

得
貴
意
度
存
候
内
、
少
ヽ
取
込
候
義
有
之
、
繁
忙
中
大
ニ
延
引
仕
候
、
何②

卒
右
御
書
物
購
仕
度
不
堪
□
□
候

間
、
最
早
御
摺
本
ニ
相
成
る
居
候
半
、
ス
レ
ハ
何
處
申
込
可
然
候
哉
、
□
□
□
教
此
段
御
指
揮
相
成
度
、
郵

券
二
束
相
添
奉
得
尊
慮
候 

敬
白 

 
 
 

明
治
二
十
五
年 

 
 
 
 
 
 

 
 

十
月
廿
四
日 

森 

建
樹 拝 

 
 
 
 

三
輪
田
大
人
御
前 

③ 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
日
条 

 
 

隠
岐
国
森
建
樹
ヘ
返
事
遣
ス 

 

資
料
一
四 

難
波
春
胤 

① 

明
治
二
十
五
年
十
二
月
三
日
条 

 
 

美
作
国
津
山
町
縣
社
徳
守
神
社
神
官
難
波
春
胤
、
十
一
月
三
十
日
書
達
、
鎮
魂
ノ
事
申
来
候
事 

② 

「
三
輪
田
高
房
宛
難
波
春
胤
書
簡
」3 

稍
ヽ
寒
冷
相
増
、
閑
家
益
御
清
康
ニ
被
為
居
候
と
遥
ヽ
奉
嬉
賀
候
、
陳
者
私
儀
、
奉
職
以
来
鎮
魂
之
作
業
ヲ

学
修
仕
度
存
候
故
、
深
く
心
ニ
懸
テ
彼
方
此
方
之
同
僚
ニ
相
尋
候
ヘ
共
、
心
得
タ
ル
人
無
御
座
、
故
学
修
難

敷
シ
テ
不
知
ヽ
ヽ
空
敷
過
セ
ル
ヲ
歎
き
、
神
ニ
モ
祈
テ
明
暮
油
断
無
学
修
之
人
ヲ
相
尋
居
候
折
柄
、
去①

ル
七

月
大
八
洲
雜
誌
第
七
十
三
号
ヲ
讀
行
度
中
ニ
、
神
ニ
仕
奉
る
人
等
ニ
告
ト
題
被
為
テ
尊
大
人
ノ
御
廣
告
御
座

候
故
、
拝
読
仕
候
処
、
私
常
ヽ
礼
慕
之
鎮
魂
作
業
之
御
事
ニ
テ
、
吾
国
ノ
神
ノ
道
ノ
事
取
人
等
ハ
先
此
鎮
魂

ノ
事
ヲ
身
ニ
修
シ
テ
後
、
神
ニ
仕
エ
御
社
誠
ナ
ラ
メ
云
云
、
同
シ
志
ノ
人
等
ニ
告
ル
ト
有
之
候
故
、
私
天
ヲ

仰
地
ヲ
拝
シ
テ
年
来
之
念
願
ヲ
蔭
ニ
学
修
せ
ら
る
ヽ
カ
ト
大
ニ
嬉
ひ
申
候
間
、
早
速
書
状
ヲ
以
伺
度
存
候
ヘ

共
、
生
憎
病
ノ
為
ニ
筆
取
事
難
成
月
日
ヲ
経
過
ス
ル
内
ニ
、
其
館
ヲ
開
而
人
ノ
多
趣
ヲ
聞
候
故
、
我
も
早
く

ニ
存
候
ヘ
共
、
矢
張
筆
取
難
テ
心
ノ
ミ
急
き
居
候
処
、
此
比
漸
筆
取
事
出
来
申
候
故
、
躍
書
ヲ
以
御
伺
申
上

候
間
、
希
ク
ハ
私
ノ
心
底
ヲ
御
哀
憐
被
下
テ
、
御②

著
ニ
相
成
候
処
之
日
文
本
義
云
御
書
物
ヲ
授
与
被
成
下
候

ヘ
者
、
誠
ニ
有
難
仕
合
と
奉
存
候
、
御
左
右
ヲ
戴
度
如
此
御
伺
申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

頓
首 

二
伸
別
授
与
ニ
成
下
候
ヘ
者
、
甚
非
禮
な
か
ら
、
御
書
物
料
幷
ニ
郵
税
ヲ
御
知
せ
被
下
候
ヘ
者
、
難
有
奉
存

候 

                                        

             

 

3 

『［
高
房
日
誌
］』
四
〇
の
裏
見
返
し
に
挟
ま
れ
て
い
る
。 
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返
〳
〵
も
無
敬
之
段
ハ
御
海
容
奉
願
候
〈
本
紙
で
は
冒
頭
に
あ
り
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

草
々
再
拝 

 
 
 

十
一
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

縣
社
徳
守
神
社
神
官 

難
波
春
胤 

三
輪
田
高
房
大
人 

 

資
料
一
五 

御
舘
磐
彦 

① 

明
治
二
十
五
年
八
月
十
八
日
条 

 
 

三
重
縣
紀
伊
国
北
牟
婁
郡
長
島
村
神
官
御
舘
磐
彦
、
八
月
十
五
日
書
達
ス
、
未
タ
面
会
ナ
キ
人
ナ
リ
、
鎮
魂

法
御
授
受
被
下
度
、
書
面
ニ
テ
相
叶
候
ハ
ヽ
、
御
相
傳
奉
願
上
候
、
對
一
直
傳
ニ
ア
ラ
ズ
テ
ハ
不
相
成
候
い

て
、
一
度
参
上
可
仕
、
誠
心
ニ
付
御
授
与
承
り
度
届
申
越
ス 

② 

明
治
二
十
五
年
八
月
十
九
日
条 

 
 

三
重
縣
御
舘
磐
彦
氏
ヘ
返
事
遣
ス 

③ 

「
御
舘
磐
彦
宛
三
輪
田
高
房
書
簡
控
」4 

 
 

如
来
諭
未
タ
不
得
拝
眉
候
ヘ
共
、
益
御
安
泰
奉
賀
候
、
陳
者
鎮
魂
之
事
御
申
越
委
曲
領
承
致
シ
候
、
私
之

然

ル

処

鎮

魂
法
者
病
人
ノ
祈
祷
ヲ
致
シ
候
法
ニ
者
無
之
、
吾
心
ヲ
鎮
メ
候
法
ニ
テ
、
俗
ニ
云
心
ヲ
治
ム
ル
ノ
法
ニ
御
座

候
、
御
承
知
ノ
通
朝
廷
ニ
於
テ
モ
毎
年
被
為
行
候
ヘ
共
、
病
人
ノ
祈
祷
ヲ
ス
ル
ニ
ハ
無
之
候
也
、
且
又
神
ノ

助
ヲ
得
タ
リ
ト
云
フ
モ
日
文
ガ
心
ヲ
治
ム
ル
ノ
法
ヲ
書
キ
タ
ル
者
ト
云
迄
ニ
御
座
候
、
然
レ
ト
モ
吾
心
ヲ
治

メ
テ
神
ニ
祈
ル
時
ハ
必
ス
感
応
有
之
ニ
付
、
病
人
ヲ
祈
リ
候
テ
モ
平
癒
可
致
候
ヘ
共
、
病
人
ノ
祈
祷
ヲ
ス
ル

ヲ
以
テ
鎮
魂
ノ
本
意
ト
ス
ル
ニ
ハ
無
之
候
条
、
此
段
御
承
知
被
下
度
候
、

且

又

加
之
〈
ミ
セ
ケ
チ
〉

作
業
モ
有
之
候
事
、
故

ニ
書
面
ニ
テ
御
教
ヘ
致
シ
候
事
ハ
難
相
整
候
、
遠
方
之
事
故
ニ
能
々
御
考
之
上
御
上出

京
相
成
度
、
此
段旨

御
返

事
如
此
御
座
候
也 

 
 
 
 
 

廿
五
年
八
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
輪
田
高
房 

 
 
 
 
 

三
重
縣
紀
伊
国
北
牟
婁
郡
長
島
村
神
官
御
舘
磐
彦
殿 

 

資
料
一
六 

『
日
文
本
義
』
や
鎮
魂
に
つ
い
て
の
問
合
せ 

① 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
条 

肥
後
国
葦
北
郡
二
見
村
串
山
長
重
、
十
五
日
ノ
ハ
カ
キ
達
ス
、
日
文
本
義
ノ
代
價
問
合
有
之
候
事
、
直
ニ
返

事
遣
ス 

② 

明
治
二
十
六
年
二
月
十
七
日
条 

 
 

上
総
国
望
陀
郡
小
櫃
村
戸
崎
二
千
百
九
十
七
番
地
松
崎
六
平
、
二
月
十
五
日
發
手
帋
以
テ
、
鎮
魂
傳
ノ
事
申

来 

                                         

             

 

4 

『
凡
仙
叢
録
』（
千
葉
県
文
書
館
お
と
づ
れ
文
庫
、
ハ
―
一
一
） 
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資
料
一
七 

森
津
倫
雄
『
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
』 

①
藤
岡
好
春
「
森
津
倫
雄
翁
の
喜
壽
を
祝
し
て
」5 

 
 

〈
前
略
〉
私
の
幼
少
の
頃
、
神
宮
教
本
院
は
神
田
橋
か
ら
堀
端
添
ひ
の
有
樂
町
の
突
當
り
に
大
き
な
鳥
居
が

見
え
、
今
の
三
信
ビ
ル
附
近
一
帯
、
織
田
有
樂
齋
の
屋
敷
跡
が
境
内
で
鳥
居
の
左
往
來
に
出
窓
の
あ
る
大
名

屋
敷
の
長
屋
の
や
う
な
所
が
私
共
の
住
居
で
、
日
比
谷
公
園
の
東
北
隅
の
入
口
か
ら
這
入
つ
た
所
に
大
木
の

茂
つ
た
石
垣
の
土
手
が
あ
り
、
そ
の
土
手
下
に
三
輪
田
高
房
、
岡
吉
胤
な
ど
云
ふ
有
名
な
先
生
方
の
長
屋
が

有
つ
た
の
を
覺
え
て
ゐ
る
。
そ
の
三
輪
田
先
生
か
ら
當
時
同
じ
く
本
院
に
勤
め
て
ゐ
た
叶
眞
吉
氏
が
石
上
神

宮
の
鎮
魂
行
事
を
傳
授
さ
れ
て
を
り
、
後
年
私
も
神
宮
奉
齋
會
本
院
で
叶
氏
と
机
を
並
べ
る
こ
と
に
な
り
、

既
に
高
齢
に
達
し
て
ゐ
た
同
氏
か
ら
自
慢
話
に
よ
く
聞
か
さ
れ
な
が
ら
氣
に
も
留
め
ず
に
居
た
の
で
あ
る

が
、
森
津
翁
が
石
上
神
宮
に
轉
任
さ
れ
た
の
を
聞
い
て
、
俄
に
思
ひ
立
ち
叶
氏
に
秘
法
の
傳
授
を
勸
め
た
處

同
氏
も
欣
然
と
し
て
「
私
が
若
い
頃
秘
法
を
三
輪
田
先
生
か
ら
授
け
ら
れ
た
時
、
先
生
が
自
分
は
當
時
宮
司

で
あ
り
な
が
ら
部
下
の
舊
社
家
で
あ
っ
た
主
典
に
師
の
禮
を
つ
く
し
て
教
を
請
う
た
も
の
で
あ
る
。
お
前
も

決
し
て
輕
々
し
く
人
に
授
け
て
は
な
ら
ぬ
。
六
十
歳
を
越
え
る
ま
で
は
話
も
す
る
な
と
誡
め
ら
れ
た
が
、
私

も
既
に
八
十
歳
、
然
も
元
の
神
宮
に
秘
法
が
お
還
り
に
な
る
の
だ
か
ら
斯
様
な
有
難
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
快
諾
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。 

 
 
 

早
速
叶
氏
は
三
輪
田
先
生
か
ら
の
傳
授
書
を
携
へ
住
田
平
彦
氏
も
一
行
に
加
り
、
ま
づ
神
宮
に
參
拜
し
て

嚴
寒
の
頃
で
あ
つ
た
が
、
私
も
一
緒
に
早
曉
の
二
見
浦
に
「
み
そ
ぎ
」
し
て
そ
の
足
で
石
上
神
宮
に
參
着
し

た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

拜
殿
の
燈
火
を
滅
し
て
傳
授
の
行
は
れ
た
森
嚴
神
秘
な
光
景
は
席
に
列
し
た
桜
井
東
花
君
が
詳
記
し
て

ゐ
る
が
、
今
思
い
出
し
て
も
襟
を
正
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。 

②
「
自
修
鎮
魂
式
相
傳
覺
書
」6 

 
 
 

前
述
の
如
く
、
石
上
神
宮
鎮
魂
の
祕
法
は
中
古
以
來
同
宮
社
家
の
轉
退
と
共
に
、
永
く
煙
滅
の
状
態
で
あ

り
ま
し
た
が
、
明
治
の
初
松
山
藩
儒
三
輪
田
高
房
翁
が
、
同
宮
の
少
宮
司
と
し
て
在
職
中
、
専
ら
探
究
研
鑽

し
漸
く
得
る
と
こ
ろ
あ
り
、
其
後
こ
れ
を
神
宮
奉
齋
會
主
禮
叶
眞
吉
翁
に
傳
へ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

昭
和
九
年
筆
者
が
偶
々
石
上
神
宮
宮
司
と
な
る
や
、
舊
知
の
故
を
以
て
叶
翁
よ
り
石
上
神
宮
に
祕
法
返
納

の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
同
年
二
月
十
八
日
を
卜
し
、
當
時
の
神
宮
奉
齋
會
専
務
理
事
藤
岡
好
春
氏
、

國

務
〈
マ
マ
〉

中
社
敢
國
神
社
宮
司
櫻
井
稻
麿
氏
、
石
上
神
宮
嘱
託
住
田
平
彦
氏
立
會
の
上
、
こ
れ
が
相
傳
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
次
に
こ
の
際
の

「
〈
マ
マ
〉

自
修
鎮
魂
式
相
傳
覺
書
を
記
し
御
參
考
に
供
す
る
こ
と
ゝ
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

自
修
鎮
魂
式
相
傳
覺
書 

 
 

〈
中
略
〉 

 
 
 
 
 
 
 

傳
授
式
状
況 

 
 

〈
中
略
〉 

 
 

修
祓 

 

中
臣
祓
を
奏
す 

終
つ
て
祓
具
に
て
打
拂
ふ
。 

                                        

             

 

5 

森
津
倫
雄
『
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
』（
森
津
先
生
喜
寿
祝
賀
会
、
昭
和
二
十
八
年
）
冒
頭 

6 

森
津
倫
雄
『
石
上
神
宮
の
鎮
魂
祭
』（
森
津
先
生
喜
寿
祝
賀
会
、
昭
和
二
十
八
年
）
一
七
～
二
五
頁 
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但
し
相
傳
者
叶
眞
吉
翁
は
十
八
日
朝
二
見
浦
に
於
て
海
水
に
入
り
身
滌
を
な
し
、
興
玉
神
社
に
詣
り

て
お
禮
を
述
べ 

外
宮
内
宮
大
前
に
參
拜
奉
告
を
爲
せ
り 

立
會
の
藤
岡
、
住
田
の
兩
氏
も
同
樣
。 

 
 

〈
中
略
〉 

 
 

次
に 

 

鎮
魂
作
業
の
形
を
示
し
説
明
を
爲
す
。 

 
 
 
 
 

相
傳
者
叶
眞
吉
翁
は
浄
衣
を
着
け
烏
帽
子
を
冠
す
。 

 
 
 
 
 

受
傳
者
森
津
倫
雄
宮
司
は
狩
衣
に
烏
帽
子
を
冠
す
。 

 
 
 
 
 

立
會
人
藤
岡
氏
住
田
氏
は
白
衣
白
袴
を
着
く
。 

 
 
 
 
 

場
景
荘
嚴
な
り
殊
に
叶
眞
吉
翁
の
姿
は
實
に
神
々
し
く
見
受
け
ら
る
。 

 
 
 
 
 
 

安
座
を
本
來
と
す
る
と
の
事
で
あ
つ
た
が
、
叶
眞
吉
翁
は
其
習
慣
に
依
つ
て
端
座
を
以
て
執
行
さ

る
。 

 
 

〈
後
略
〉 


